
鎧板形態観察によりAlexandrium tamarense species complex (At complex)に分類できる

・濃縮、固定試料作成、検鏡によりAlexandrium属プランクトンと考えられた場合

詳細な鎧板形態観察、分子生物学的な判定手法に対応できない場
合は Alexandrium sp. と記載する（複数種確認できる場合はspp.）

分子生物学的な判定手法には対応できないが、これまでの形態分類に対応可能な場合

・旧 A. tamarense の形態的特徴を持つ場合
At complex （旧）A. tamarense と記載する

・旧 A. catenella の形態的特徴を持つ場合
At complex （旧）A. catenella と記載する

Alexandrium 属プランクトン分類スキーム 1

分子生物学的な判定手法（現行のLAMP 法や核酸クロマト法等）に
対応可能な場合は、スキーム２へ
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細胞形態による確認



Alexandrium 属プランクトン分類スキーム 2

現行の LAMP 法1)または核酸クロマト法2)（A. catenella (Group I)および
A. pacificum (Group IV)を同定できる）に対応可の場合*

Alexandrium tamarense 検出用プライマーで陽性と判定された場合、
A. catenella (Group I) と記載する

Alexandrium catenella 検出用プライマーで陽性と判定された場合、
A. pacificum (Group IV) と記載する

いずれも陰性と判定された場合，Alexandrium sp. （判定方法**）とし、
判定方法も同時に記載する（瀬戸内水研にご相談ください)

細胞形態で At complex に分類され、かつ現行の LAMP 法または核酸クロマト法により
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** LAMP 法、核酸クロマト法のうち、実施した判定方法を記載する。

分子生物学的な判定手法による確認
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*ここで提案する分類スキームは形態分類に加えて、LAMP法または核酸クロマト法を活用して行う一例であり，
定量PCRやマルチプレックスPCRなど他の方法を用いて判定することも可能です。Group I ~ V までを判定で
きる他の分析方法（定量 PCR 、マルチプレックスPCR法等）を用いる場合は，検出された種を 「新種名（グ
ループ名）」でご記載ください。



現行のＬＡＭＰ法・核酸クロマト法（２種を判定
可）で 確認

新しい記載方法

・Alexandrium tamarense 検出用
プライマーで陽性

・Alexandrium catenella 検出用
プライマーで陽性

・両プライマーとも陰性

A. catenella (Group I)

A. pacificum (Group IV)

Alexandrium sp.（判定方法） 瀬戸内水研へ連絡*

これまでの形態分類（詳細な鎧板形態観察）で
のみ確認

新しい記載方法

（旧名称）
Alexandrium tamarense 

Alexandrium catenella

At complex (旧) A. tamarense

At complex (旧) A. catenella

形態はAlexandrium属だが、詳細な鎧板形態も
分子生物学的な判定も不明

新しい記載方法

（旧名称）
Alexandrium sp. Alexandrium sp. 

（複数種確認できる場合は Alexandrium spp.）

種名記載の整理

定量ＰＣＲ法等，他の分子生物学的な判定手法で５
種の判定が可能な場合

新しい記載方法

A. catenella (Group I)

A. mediterraneum (Group II) **

A. tamarense (Group III) **   

A. pacificum (Group IV)
A. australiense (Group V) 

**この２種は無毒種であるため，貝毒モ
ニタリングでは原因種として該当するこ
とはないと考えられる（赤潮が発生した
場合は，これらの該当もあり得る）

*At complexのGroup II, III, Vであるか否かを
確認する
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